
　

第
24
回
大
隅
南
小
学
校
・

南
校
区
合
同
秋
季
大
運
動
会

が
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
隅
南
校
区
は
ご
承
知
の

と
お
り
野
菜
団
地
が
広
が

り
、
大
型
の
農
業
機
械
・
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
往
来
も
多
い

地
区
で
す
。

　

全
校
児
童
９
名
が
全
力
で

か
け
っ
こ
、
綱
引
き
等
で
、

地
区
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も

た
ち
も
元
気
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。「
南
校
区
に
地

域
振
興
住
宅
が
出
来
れ
ば
、

も
っ
と
子
ど
も
は
増
え
ま
す

よ
。」

　

あ
る
農
業
委
員
の
方
の
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

（
上
村
）

　

実
り
の
秋
を
迎
え
、
水

田
に
は
秋
と
と
も
に
黄
金

色
に
色
づ
い
た
稲
穂
が
垂

れ
て
、
早
く
収
穫
し
て
く

だ
さ
い
と
言
わ
ん
ば
か
り

の
秋
。
し
か
し
、
今
年
は

長
雨
や
豪
雨
で
全
国
的
に

多
く
の
水
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
は
茨
城
県
常
総
市
鬼

怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
10

月
10
日
で
１
カ
月
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
４
０
０
人
以
上
の
市
民
が

避
難
所
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に
は

１
日
４
千
人
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
復
興
作

業
に
汗
を
流
し
た
と
聞
き

ま
し
た
。
１
日
も
早
い
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。（

渕
合
）

と
な
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、

ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
よ
り

よ
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ご
意
見
な
ど
、
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

第
42
号
で
現
委
員
で
の

議
会
だ
よ
り
編
集
は
最
後

委��

員��

長�

九
日　

克
典
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員
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上
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龍
生

委　
　

員�

渕
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昌
昭

　

��

〃�

泊
ヶ
山
正
文
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〃�

宮
迫　
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��
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今
鶴　

治
信

発
行
責
任
者

議　
　

長�

谷
口　

義
則

曽於市へようこそ
～市内の地域振興住宅へお住まいのご家族を紹介します～

　池之上さんご夫婦は、７年前結婚され都城市
に住んでおられました。浩紀さんは、医療事務
の仕事をされていましたが、知人・両親から地
域振興住宅制度を聞き、申し込みをされ、今年
４月に菅牟田第２団地に入居されました。
　奥さんの笑里さんは、施設の管理栄養士をさ
れています。
　浩紀さんは、現在、菅牟田消防団に入団され「こ
の地区は、地域が一致団結していろんな活動を
しているので積極的に参加しています。２人の
男の子が、思いやりのあるたくましく元気な子
供に成長してほしい」とおっしゃっていました。

池之上　浩
ひろ

　紀
き

さん （33 歳）
　　　　笑

え

　里
り

さん （31 歳）
　　　　慶

けい

　汰
た

くん （5 歳）
　　　　晃

こう

　汰
た

くん （3 歳）
（今鶴）

表
紙
に
よ
せ
て

編
集
後
記

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

私
た
ち
が

  

作
っ
て
い
ま
す
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